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古
町
志
怪
十

り
。
故
に
前
附
酬
の
岩
谷
牛
右
衛
門
怒
川
叫
に
初
め
て
水
平
を
設
け
た
る

事
注
ど
、
慨
に
部
治
四
年
会
月
用
水
下
邑
民
の
願
書
あ
る
に
依
り
て

知
ら
る
与
の
み
に
て
、

自
徐
の
記
鍬
出
札
類
は
火
災

kmり
、
何
都

も
鮮
制
取
る
郡
は
知
ら
れ
・
?
と
い
へ
り
。

O
鍛
荷
信
忠
一醤
邸

延
貨
の
金
栂
聞
に

下
に
縦
せ
た
る
如
く
捌
け
り
。
務
規
七
年
拠
の

加
越
館
三
州
刀
鍛
冶
一
党
に
、
東
方
一
段
の
名
列
に
茨
宮
品
問
、則
、
次

K
陀
級
尼
勝
図
.
，
現
に
伊
崎
同
大
捻
勝
闘
.
次
広
務
千
、
次
に
家
平
、

-
衣
陀
淡
泊
食
器
、
次
K
家
巾
山
、
次
K
陀
線
尼
古
家
、
次
K
信
忠
を
紋

せ
た
り
。
按
や
る
に
・
加
越
能
鍛
冶
系
凶
及
び
卒
保
五
年
の
鍛
冶
由

拙
刊
幌
絡
に
は
、
信
忠
の
名
所
見
な
し
。
悲
し
は
家
忠
の
一
放
な
ら
ん

か
。
品
川
温
考
す
ベ
し
。
延
佼
の
聞
に
、
鍛
治
信
忠
の
邸
地
を
紋
せ
た

れ
ば
、
此
の
頃
此
の
邸
地
主
賜
は
り
て
、
変
陀
居
位
せ
し
も
の
た
り
。

信
忠
退
去
の
後
、
地
子
町
の
邸
地
に
腕
せ
し
陀
や
。

O
牛
右
衛
門
橋

金
川
聞
橋
梁
記
陀
、
牛
京
術
門
続
的
年
と
あ
り
。
改
作
所
開
制
妃
に
服
せ

た
る
元
職
三
年
五
月
の
絵
札
に
‘
金
制
仲
牛
京
術
門
橋
と
あ
り
。
此
の

橋
は
倉
月
用
水
川
に
架
け
た
り
。
省
内有
谷
牛
右
衛
門
と
云
ム
人
の
沓

凶
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